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■教材「WebMail システム」を利用するまでの手順■

Step1 Web サーバの構築 （IIS による Web サーバ構築は必須）

Web サーバ構築マニュアル

～ Microsoft 社 InternetInformationService（IIS）で

イントラネット Web サーバを作る ～

Step2 Mail サーバの構築 （他のメールサーバソフトで代用可能）

Mail サーバ構築マニュアル ver1.0
～ フリーソフト BlackJumboDog でメールサーバを作る ～

Step3 「Web メールシステム」データのインストール

Web メールシステム ver2.0 導入マニュアル（本テキスト）

Step4 「Web ページシステム」の活用

Web メールシステム ver2.0 利用マニュアル

【紹介】

・イントラネット内でメールの利用が可能であれば、Web ページ上からメールの送受信が可

能です。

・あらかじめ登録してある例文を用いてメールを送信できます。

・架空のメールアカウントに対して、メール送信し、受信状況を確認できます。

【動作環境】

（サーバ）Windows Server 2008（または 2003）＋ IIS7（または IIS6）

（クライアント）Windows 7、Vista、XP ＋ IE7、8
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１ システムデータのインストール

以下のインストール手順は、Web サーバソフト IIS 及びメールサーバソフトがイントラネット内にインスト

ール・構築されているものとして解説します。

Web メールシステムデータは、c:¥Inetpub¥wwwroot¥scripts¥WebMail フォルダ内にインストールす

るものとして解説します。Web サーバ及びメールサーバの構築については、別途、［テキスト C］［テキスト G］

を参考にしてください。

(1) [scripts]フォルダを右図のような階層で作成します。すでに作成されている場合、この作業

は必要ありません。

(2) Web メールシステムデータフォルダ[WebMail]を上記[scripts]フォルダ内にコピーします。
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２ システムデータファイルのアクセス権限設定

(1) [WebMail]フォルダ上で右クリック

から［プロパティ］をクリックします。

(2) [全般]タブをクリックし、［属性］の

［読み取り専用］のチェックを外し、［適

用］ボタンをクリックします。

(3) [このフォルダ、およびサブフォルダ

とファイルに変更を適用する]をチェッ

クし、［OK］ボタンをクリックします。
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(4) [セキュリティ]タブをクリックし、[追

加]ボタンをクリックします。

(5) [詳細設定]ボタンをクリックします。

(6) [今すぐ検索]ボタンをクリックしま

す。

(7) [検索結果]欄より[Everyone]を選択

し、［OK］ボタンをクリックします。
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(8) [OK]ボタンをクリックします。

(9) [フルコントロール]にチェックを入

れ、[適用]ボタンをクリックします。

(10) 次に、[追加]ボタンをクリックしま

す。

(11) [詳細設定]ボタンをクリックします。
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(12) [今すぐ検索]ボタンをクリックしま

す。

(13) [検索結果]欄より［IUSR_●●●●］

（●印は、コンピュータ名）を選択し、

[OK]ボタンをクリックします。

(14) [OK]ボタンをクリックします。

(15) [フルコントロール]をチェックし、

[OK]ボタンをクリックします。
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３ 仮想ディレクトリの設定

(1) [スタート]メニューから[インターネ

ット インフォメーション サービス

(IIS)マネージャ]を起動します。

(2) [規定の Web サイト]上で右クリック

から、[新規作成]－[仮想ディレクトリ]

をクリックします。

(3) [仮想ディレクトリの作成ウィザード]

ダイアログが表示されますので、[次へ]

ボタンをクリックします。

(4) [エイリアス]欄に［WebMail］を入

力し、[次へ]ボタンをクリックします。
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(5) [参照]ボタンをクリックし、Web メ

ールシステムをインストールしたフォ

ルダを指定して、[OK]ボタンをクリッ

クします。

(6) [次へ]ボタンをクリックします。

(7) 以下の項目をチェックして、[次へ]ボ

タンをクリックします。

■読み取り

■ ASP などのスクリプトを実行する

■書き込み

(8) [完了]ボタンをクリックして設定完了

です。

例）

c:¥Inetpub¥wwwroot¥scripts¥WebMail
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４ 動作確認

(1) 以下の URL を入力して、［ログインページ］が表示されることを確認します。

http://（サーバ名または IP アドレス）/WebMail/login.asp

（※）インストールしたサーバ上で確認するには、http://127.0.0.1/WebMail ／ login.asp で表示されます。

>> 続いて、「Web メールシステム ver2.0」利用マニュアル（text O）を参照してください。
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